
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  公園整備について   
 

  
 

 

 

 

 

 
 
 
 

  歴史文化保存展示施設について   
 

 

 

 

 2021 年を迎えましたが、コロナ禍はまだまだ続きそうですね。感染防止をしっ

かりして人とのつながりを保ちながら、みんなで頑張って乗り切りましょう。 

 12 月定例会議では、浜田市まちづくりセンター条例が制定されました。来年度か

ら施行される浜田市協働のまちづくり推進条例に基づき、自治区制度に代わる住民

主体のまちづくりの拠点施設として、公民館は『まちづくりセンター』になります。 

 では、まちづくりセンターになって公民館はいったいどう変わるのでしょうか。そもそも公民館は社会教

育法に基づき設置された、地域の社会教育（※）の拠点です。来年度からは、公民館の社会教育施設として

の機能は維持しながら、新たな協働のまちづくりの拠点としての機能ももつことになります。所管部署は教

育委員会から市長部局の地域政策部に移り、まちづくり担当部署との連携が強化されます。『まちづくりセ

ンター』が、地域の課題を解決するために人が集い、学び、活動する拠点となり、浜田市の協働のまちづく

りが活発に展開されることが期待されます。 

市街地では自由に子どもが遊べる場所が減って
きているので、身近な公園の整備は必要。すぐ
に対応するのは難しいが、子どもたちの声に応
えるために、可能なところから取り組みたい。 

答 
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近所の小学生から、子どもがボールを使って
遊べる遊び場を作ってほしいとお願いされ
た。浜田の子どもたちに十分な遊びの場は提
供されているのか？ 

問 

 

 

 

個 人 一 般 質 問 

 動画はこちらでご覧になれます  

 

事務局には、市民に説明した通り安価に抑える
ように伝えている。次回の専門検討委員会で再
度委員に基本的な考え方を伝える。 

答 
専門検討委員会で、整備方針案の 1.5 倍の床面
積の建物が提案されたが、委員に整備費を安価
に抑えるという方針が理解されてないのでは? 

問 

 

 

名　　称 公　民　館 まちづくりセンター

設置期間 令和2年度まで 令和3年度から

機能・役割
社会教育の推進
防災拠点

社会教育の推進
防災拠点
まちづくり拠点

所　　管
教育委員会　教育部
生涯学習課

市長部局　地域政策部
社会教育課（新設）

根拠条例 公民館条例 協働のまちづくり推進条例
管理運営 市の直営 委託（当面3年程度は直営）

※ 社会教育とは 

学校の教育課程として行われる教
育活動を除き、主として青少年及
び成人に対して行われる組織的な
教育活動(体育及びレクリエーシ
ョンの活動を含む)。例えば、公民
館、図書館、博物館での教育活動
や、野外での自然体験活動、子育
て世代への家庭教育学級など。 
 

来年度末の策定に向けて委託業者と協議中。今
後は市民アンケートによりニーズを把握し、庁
内検討会議で方針案をとりまとめる。 

答 
次期都市計画マスタープランの策定では、庁
内の縦割りを排除し、教育や福祉の意見も取
り入れるべきと考えるが、策定状況は？ 

問 

新たな提案をいただいたが、まずは昨年 1 年か
けて議論した整備方針をベースに進める。その
上でどうしても金額的に無理ならば、次の案が
出るかもしれないが、現時点ではあくまでも整
備方針を再度委員に説明をし、その上で判断を
いただきたいと思っている。 

答 
現在の郷土資料館の収蔵品を、既存の展示施
設に分割して保存展示すべき。例えば、美術
品はこども美術館と石正美術館に、民具は金
城民俗資料館に、歴史資料は浜田城資料館に。
そうすれば機能ごとに展示もでき、最小限の
費用で郷土資料館の再整備が可能となるが。 

問 

＜教育部長＞ 

＜都市建設部長＞ 

＜市長＞ 

＜教育部長＞ 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【無料自習スペース設置について市長へ陳情しました！】 

 12 月 25 日に、浜田の学力を上げる会の代表者 反田

亮さんと共に、『無料学習スペース設置に関する陳情書』

を市長に提出しました。反田さんから「浜田の中・高校

生の学力向上と居場所づくりのために、放課後や休日に

安心して勉強できる空間を、官民で協力して無料で提供

したい。」というご相談を受けて市長へ陳情しました。 

 市長の回答は、「特定の団体へ支援は公平・公正の観点

から難しい。」というものでした。理由については納得で

きましたが、熱い想いを持って勇気を出して直接陳情に

来た市民に対して、もう少し気持ちに寄り添った対応が

あれば嬉しかったです。今後も、市民のみなさんのご意

見を直接市政へ届ける手段として、市長や議会への陳情

を提案していきたいと思います。 

URL：http://shingo-nishikawa.com ／ e-mail：office@shingo-nishikawa.com 

今回の議会の議案や委員会での報告事項の中で、みなさんの生活
に特にかかわる内容や、市議会の活動についてお知らせします。 市議会トピックス 

 

 

  
11 月 6 日、中央図書館
の読書週間企画『図書
館寄席』に出演しまし
た。昨年に続き 2 回目
でしたが、今回は史上
初めての『浜田弁』の
落語も楽しんでいただ
きました。 

 

 

 

 

①【新型コロナウイルス感染症関連の追加の独自支援策 第 4 弾】 
 12 月定例会議では、新型コロナウイルス感染症関連の市独自支援策（総事業費 5,406 万円）

を含む、一般会計補正予算を審議し可決しました。事業の内容は以下の通りです。 

(1) 第 2 弾プレミアム付「はまだ飲食・宿泊応援チケット」追加発行（1,960 万円） 

 1 冊 6,000 円のチケットを 5,000 円で販売。10,000 冊を追加発行。 

(2) 市内各種教育・教習機関感染防止対策支援（250 万円） 

 リハビリテーションカレッジ、看護学校、ビューティーカレッジ、自動車教習所、准看護

学校の、感染防止対策費用の一部を補助し、学生等の安全な環境整備を図る。 

(3) 修学旅行キャンセル料補助（550 万円） 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、やむを得ず中止となった 

 修学旅行のキャンセル料を支援する。 

(4) 体温検知カメラ購入（361 万円） 

 公共施設やイベント等のスムーズな受付のため、体温検知カメラを 8 台購入。 

(5) 浜田市外来検査センター設置（2,285 万円） 

 市役所北分庁舎敷地内に、発熱患者から検体を採取する「地域外来・検査センター」を

開設し、地域における診療体制の確保を図る。 

日々の議員活動を

LINE で報告してい

ます。右の QR コー

ドでぜひご登録を！ 

 

 

 
  市長に陳情書を手渡す反田さん 
     （市役所 庁議室） 


